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社員の現地タイムゾーンを設定できるようになりました。

デフォルトは日本時間（UTC+900 大阪、札幌、東京）となり、社員リストの「タイムゾーン」は空欄表示です。
日本時間以外を指定すると、社員リストの「タイムゾーン」欄に短縮名が表示されます。
※現地タイムゾーンを変更する場合、事前に設定タブで「現地タイムゾーンのオプション」の設定が必要です。

現地タイムゾーンの追加：社員タブ
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社員の「現地タイムゾーン」の選択肢となるオプションを設定します。

「設定タブ」>「現地タイムゾーンのオプション」で設定をおこないます。

● 「ダウンロード」より、現在の設定状況の確認用ファイルをダウンロードできます。

● 設定ファイルを作成の上「アップロード」を実施すると、オプションの設定ができます

※「初期設定時ファイル」より、現地タイムゾーンデータのサンプルをダウンロードできます。 

※ 設定ファイルのアップロードは「上書き（置換）」となりますのでご注意ください。

現地タイムゾーンの追加：設定タブ
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設定中の管理者ルームと登録用ルームについて、トークルームのURLが確認できるようになりました。
トークルームのURLの確認は「設定タブ」＞「管理用ルーム」でおこないます。

・SWSマネージャーにアクセス中のユーザーが管理用ルームのメンバーである場合、表示された URLから対象の
トークルームへアクセスできます

・SWSにアクセス中のユーザーが管理用ルームのメンバーではない場合、「あなたは入室していません」が表示さ
れます。
管理用ルームが未設定の場合は「現在、 URL を利用できません」が表示されます。

SWSマネージャー「管理用ルーム」の追加
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「スーパーフレックス設定」有効時のロック画面のユーザーインターフェースを、より直感的に認識しやす
いよう改善しました。

スーパーフレックス設定を有効にした場合、PCは基本的にすべての時間帯でロックされます。
申請者がロック画面またはスマートワーキングボットから「利用開始」すると、月の上限時間（または指
定がある場合は日の上限時間）に達するまで、PCロックが自動解除されます。

スーパーフレックス設定：画面の改善
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※スーパーフレックス設定が有効時の申請の例


